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石ᯇ宏࿴㸦日本⤒῭大学大学㝔⤒Ⴀ学研究科ව ICTࣅジネス研究ᡤ） 

 

 

 

㸯㸬はじめに 

2010 年、アップル社から iPad が㈍኎され、㟁子書⡠ඖ年というゝⴥが㢧れてくる。それは、㟁子書

⡠ᕷ場がᣑ大しない要因の一つとして、デバイス୙足のၥ題が指᦬され、そのၥ題がゎỴされるᮇᚅか

ら出てきたゝⴥである。しかし 2010 年の㟁子書⡠のᕷ場つᶍは 650൨෇から 2011年は 629൨෇࡬と⦰

ᑠしている。また、㟁子書⡠➃ᮎの出荷ྎᩘは、2011年ᗘは๓年ᗘẚ 2.1ಸの 33୓ྎとఙ㛗しており、

ᚲずしもデバイスᬑཬによるၥ題との相関性は認められず、デバイス୙足との指᦬はᙜたらないともい

える。そのᚋ、2012 年においては、タイトルᩘのၥ題が指᦬され、楽ኳ他、多くの㟁子書ᗑがタイトル

ᩘを増ຍさせようとしている。一方、タイトルを多く保᭷する出∧社においては、㟁子書⡠化による㈍

኎方法では、」〇の容᫆さやそのため㈍኎ᩘがⴠࡕ㎸ࡴのではないか、との指᦬があるため、タイトル

ᩘの増ຍは㐍ࢇでいない現状がある。また、㟁子書⡠による㈍኎においては、自費出∧ᙧ態が容᫆であ

り、出∧社としての役๭が୙明確になることを༴᝹した上で、出∧社からはⴭస㞄᥋ᶒの主ᙇがされて

いる。そのために、タイトルᩘの増大が見㎸めず、ᕷ場つᶍがᣑ大しないというジレン࣐に㝗っている

ように見られている。そこで、ここでは、ඛ行事౛をもとに、出∧における現ᅾの㆟論をᩚ理し、฼用

価್のどⅬから価್をඹ᭷するためにồめられる法的要件をྲྀりまとめる。 

 

㸰 ฼用価್のどⅬから価್ඹ᭷に対する㆟論のᩚ理 

 出∧⏘業は、ࢧーࣅス分㔝に属し、コンテンࣅࢶジネスに分㢮される。これは、法的に⾲現の自⏤

により保ㆤされており、知的㈈⏘ᶒを᭷している。また、ᕷ場つᶍとしては、1996 年の 2 ඙ 6563 ෇を

ークに減少している⏘業である。このࣆ 2つの特ᚩによるඛ行事౛として、テレࣅ⏘業をᤊえる。日本

のテレࣅ⏘業は、1953 年 2᭶に日本ᨺ㏦༠会がᆅ上Ἴテレࣅᨺ㏦を㛤始し、また同年 8᭶にẸᨺで日本

テレࣅᨺ㏦⥙が㛤始したことにより⏘業が始まっていく。その時代⫼景としては日本が高ᗘ⤒῭ᡂ㛗ᮇ

にあり、୕種の⚄ჾとして、1950年代は「白㯮テレࣅ・Ὑ℆機・෭蔵ᗜ」、1960年代は「カラーテレࣅ・

クーラー・自動㌴」と႖ఏされていた。また、ᡓᚋにおいては、2003年 1᭶ 31日に「㣗ჾὙい乾⇱機・

ⷧᆺテレࣅ・カ࣓ラ௜ᦠᖏ㟁ヰ」が新・୕種の⚄ჾとして᪋ᨻ方㔪₇ㄝの中で定⩏され、新しい時代の

生活ᚲ㟂ရとしてᐉఏされた。これら୕種の⚄ჾとしてᐉఏされたၟရの特ᚩは、〇造業に属する分㔝

であり、ᕷ場にはே工≀㸦ࣔノ）がᥦ౪されたことである。このே工≀の中にテレࣅがある。それは、

白㯮で始まり、そのᚋカラーになり、ⷧᆺ࡬と機能をኚ᭦させている。テレࣅ⏘業も出∧⏘業同様、コ

ンテンࣅࢶジネスに分㢮される。このコンテンࣅࢶジネスの特ᚩとして、 

ே工≀+コンテンࢶ㸦コト） 

が⤌ࡳ合うことにより⏘業がᡂ❧することにある。 

テレࣅ機ჾとしてのே工≀だけでは฼用価್がഛࢃらず、そこに情報としてのコンテンࢶを配ಙする

ことにより⏘業としてᡂ❧させている。またこの⤌ࡳ合ࢃせは、ࢧーࣅスの特性のࡦとつである、同時

性をᣑᙇさせ、公ඹ性を高めており、これら要⣲を⤌ࡳ合ࢃせることで཰┈ࣔデルをసり上ࡆた。ࡕな

スの特性は、同時性、消⁛性、↓ᙧ性、ኚ動性がᙉいと指᦬されている。また、ここでゝࣅーࢧ、にࡳ

う公ඹ性とは、1924 年 10 ᭶にア࣓リカ➨୕ᅇ全ᅜ↓⥺会㆟から指᦬されている「公ඹの฼┈」に‽ず

るものとする。そもそも、テレࣅコンテンࢶにおいては、ᨺ㏦法により公ඹ性が担保されているのであ

る。また、Ẹᨺが཰┈性を高めつつ公ඹ性を高める手法として᥇用されたのが CM のᑟධである。テレ

く費用負担ࡡ฼用者にあまࣅはないものの、CMという手法により、テレࡆは、┤᥋㢳ᐈからの኎り上ࣅ

するᙧをసり上ࡆた。つまり、CM に流れるၟရの価᱁には、㈍኎ಁ㐍費用が原価計上されており、その
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く費用負担ࡡ฼用者にあまࣅはないものの、CMという手法により、テレࡆは、┤᥋㢳ᐈからの኎り上ࣅ

するᙧをసり上ࡆた。つまり、CMに流れるၟရの価᱁には、㈍኎ಁ㐍費用が原価計上されており、その

費用が CM の費用として、ᨺ㏦事業者にᨭᡶࢃれるᙧになっているのである。この考えによりテレࣅ฼

用者はテレࣅコンテンࢶの費用をᆒ等に負担していることになるのである。 

そのᚋ、ᨺ㏦されたコンテンࢶをࣅデ࢜や DVDにし、㈍኎もしくはレンタルすることにより、消⁛性

をゎ消することにより、さらなる཰┈ࣔデルをసり上ࡆてきた。これは、現代日本ேが感じる楽しさ意

識に関ಀが῝いとᛮࢃれる。つまり、 

ேとのコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンに「楽しさ」を感じる 53.9㸣 

そのコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンに関連しての現代ேの『楽しさ』の意識において 

   ぶしい཭ே、ᐙ᪘等との㌟㏆なேとのコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンに「楽しさ」を感じる 91.2㸣 

 自分が⯆࿡のあることに関しての知識を増やしたり、ᑓ門的なᩍ室・学ᰯ等࡬通うことに「楽しさ」

を感じる 56.8㸣 

である。この楽しさを感じることに対し、同時性がᙉいコンテンࢶを見㏨した場合の手ẁとしてのࣅデ

や࢜ DVDを཰┈ࣔデルにつなࡆたことがテレࣅ⏘業の特ᚩのࡦとつになる。それは、࣐ルチ࣓ディア࡬

の対ᛂであった。これらࢧーࣅスの特性に対ᛂすることにより཰┈性を増大させている。一方、この対

ᛂ過⛬において、ⴭస㞄᥋ᶒၥ題が㉳きてきている。このၥ題は、テレࣅコンテンࢶが価್を保つため

に、多ᩘのேが関ࢃってくることにより発生している。 

ここで、テレࣅコンテンࢶにおけるⴭస㞄᥋ᶒ者、ⴭసᶒ者、流通業者、㢳ᐈの関ಀ性をまとめる。 

 

公ඹ性を担保したᨺ㏦法のୗ 

ю 

ⴭస㞄᥋ᶒ者㸦ⴭసᶒ者ྵࡴ）Ѝ 流通業者㸦ⴭసᶒ者ව務）Ѝ㢳ᐈ 

                      А㸦཰┈） 

                      CM    

 

この流れの中では、฼用価್を保つために、流通業者㸦ⴭసᶒ者ව務）が、多くのⴭస㞄᥋ᶒ者㸦ⴭ

సᶒ者ྵࡴ）のᶒ฼をྲྀりまとめ、㢳ᐈに配ಙしていることである。また、流通業者㸦ⴭసᶒ者ව務）

のᶒ฼を担保するために、公ඹ性を担保したᨺ㏦法のୗで配ಙされていることである。また、公ඹ性を

担保するために、流通業者㸦ⴭసᶒ者ව務）の཰┈は、CMを基本にしており、ⴭస㞄᥋ᶒと཰┈ࣔデル

をษり㞳しているところにある。 

௒までのテレࣅ⏘業は、ࢧーࣅスの特性をᣑᙇもしくは、ゎ消することにより཰┈を増大させてきた。

しかし、そのᨺ㏦⏘業も 2007年の 4඙ 1277൨෇をࣆークに減少をし始めている。ここで、流通業者の

཰┈ࣔデルのኚ化の関連性から᳨ドする。 

ୗグࣇジテレࣅのセグ࣓ントࡈとの཰┈๭合である。 

         2010年   2011 年 

 ᨺ㏦+ᗈ告   59.40㸣    59.74㸣㸦㸩0.34㸣） 

 生活情報   19.42㸣    20.39㸣㸦㸩0.97㸣） 

 

この๭合のኚ化は、大きく公ඹ性の担保の外での཰┈増大である。 

コンテンࣅࢶジネス分㔝においては、この公ඹ性の担保との関連性が高いようである。 

 

3 㟁子書⡠流通ࣔデル「タイ࣒ ス࣌ント ࣌イ࣓ント」の㆟論から 

 出∧⏘業におけるᕷ場は⦰ᑠしている。その対ᛂとして、ࢧーࣅスの特性をᣑᙇもしくは、ゎ消す

ることから㆟論する。 

 。スの特性は、同時性、消⁛性、↓ᙧ性、ኚ動性であるࣅーࢧ

一方、ၟရとしての出∧≀の特性は 

ձၟရ価್の評価に関してಶேᕪがきࢃめて大きく、価್のᐈ観性と安定性がஈしいこと 

ղ出∧≀は㸯Ⅼࡈとが相஫に代᭰性の低い、⊂❧したಶ別ၟရであること 

ճㄞ者の出∧≀に対する要ồ内容や、㟂要ᗘのᙉさなどがᢕᥱしがたいこと 

մ同一ಶேによる、཯᚟㉎ධや大㔞㉎ධがᮇᚅできないこと 

յ一⯡に、「ࣈランドライࢧࣇイクル」が短いこと 

ն多少の価᱁ᕪでは、㟂要㔞のኚ動がᑠさいこと㸦㟂要の価᱁ᙎຊ性が低い） 
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շရ㉁評価や➇合ࣈランドなどのẚ㍑にあたって、出∧社イ࣓ージの与える影響がᚲずしも大きくな

いこと 

である。 

 

これら特性の中でᤊえることとして、ኚ動性と価᱁ᙎຊ性において㆟論する。書≀はテレࣅコンテン

と㐪い、費用負担の公ᖹ性が担保されていない。そのために、流通業者の事情により価᱁Ỵ定がなさࢶ

れている。ここで、テレࣅᨺ㏦におけるࣔデルと対ẚする。 

 

出∧ 

 

公ඹ性を担保した出∧法は現ᅾはない 

 

ⴭస者Ѝ 流通業者 

                      А㸦཰┈） 

                      本 Ѝ 㢳ᐈ    

 

 コンテンࣅࢶジネス分㔝が公ඹ性の担保との関連性が高いとすると、௒までの出∧業⏺におけるそ

れは、ⴭస者もしくは流通業者により担保されているとᛮࢃれる。そのために、㢳ᐈはⴭస者、もしく

は流通業者㸦とりࢃけ出∧社）で㉎㈙する行動につながることもある。その場合は、本のᡤ᭷ᶒが重要

になる。一方、その担保に⮳る過⛬において㢳ᐈは、⤒験を✚⟬していかなけれࡤ㉎㈙す࡭きุ᩿をす

ることができない。そのため、ⴭసᶒ法では౛外として⚾的」〇㸦30᮲ 1項）が認められている。この

㊃᪨として、文化の発展につながることがྵまれている。その౛外ᥐ⨨は、ࢧーࣅスの特性とᡤ᭷ᶒと

の相཯関ಀから生じている。つまり、本の価್は、書かれている文❶であり情報である。そのため、ㄞ

ことにより価್が生じ、ே工≀の本は⵳えられるが、ே間のグ᠈が減⾶するという性㉁上内容を⵳えࡴ

ることはᅔ㞴である。また、内容は↓ᙧであり、ኚ動性を᭷している。௒までは、そのゎ消として本に

印ๅして流通させることで対ᛂしてきたが、ኚ動性には対ᛂができていない。 

その対ᛂにつき、㟁子書⡠での対ᛂについて᳨ウする。㟁子書⡠はࢧーバー上に出∧コンテン࢓ࣇࢶ

イルを配⨨し、デバイスにࢲウンロードさせることで኎㈙がᡂ❧する。そこでは、書ᗑ等に出向く行Ⅽ

はకࢃないため、㢳ᐈにとって望ましい状ἣでᥦ౪される可能性は高まる。しかし、価್のရ㉁におけ

る担保においてはᅔ㞴性が増し、また、⚾的」〇のᝏ用の可能性が増える。このことは、書⡠࢓ࣇイル

をࢲウンロードする行Ⅽ、つまりᡤ᭷ᶒの⛣㌿に㉳因している。そこで、㟁子書⡠において、書⡠࢓ࣇ

イルをᡤ᭷するのではなく、ඹ᭷する手法において㆟論する。ඹ᭷するために、ࢧーバー上に配⨨され

た出∧コンテンࢶを㒔ᗘキャッࣗࢩ上にࢲウンロードするᙧで᳨ウする。 

このᙧの場合、費用負担の公ᖹ性を担保する手ẁとして、「タイ࣒ ス࣌ント ࣌イ࣓ント」ࣔデル

をᥦ᱌している。 

特ᚩとしては、時間によるᚑ㔞課金ࣔデルとコンテンࢶ価್ุ᩿⊰ண時間と、コンテンࢶ価್ᡤ᭷ᖏ

を⤌ࡳ合ࢃせたࣔデルになっていることであり、出∧≀の特性としてձ、մ、նをゎỴするࣔデルとな

っている。 
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շရ㉁評価や➇合ࣈランドなどのẚ㍑にあたって、出∧社イ࣓ージの与える影響がᚲずしも大きくな

いこと 

である。 

 

これら特性の中でᤊえることとして、ኚ動性と価᱁ᙎຊ性において㆟論する。書≀はテレࣅコンテン

と㐪い、費用負担の公ᖹ性が担保されていない。そのために、流通業者の事情により価᱁Ỵ定がなさࢶ

れている。ここで、テレࣅᨺ㏦におけるࣔデルと対ẚする。 

 

出∧ 

 

公ඹ性を担保した出∧法は現ᅾはない 

 

ⴭస者Ѝ 流通業者 

                      А㸦཰┈） 

                      本 Ѝ 㢳ᐈ    

 

 コンテンࣅࢶジネス分㔝が公ඹ性の担保との関連性が高いとすると、௒までの出∧業⏺におけるそ

れは、ⴭస者もしくは流通業者により担保されているとᛮࢃれる。そのために、㢳ᐈはⴭస者、もしく

は流通業者㸦とりࢃけ出∧社）で㉎㈙する行動につながることもある。その場合は、本のᡤ᭷ᶒが重要

になる。一方、その担保に⮳る過⛬において㢳ᐈは、⤒験を✚⟬していかなけれࡤ㉎㈙す࡭きุ᩿をす

ることができない。そのため、ⴭసᶒ法では౛外として⚾的」〇㸦30 ᮲ 1項）が認められている。この

㊃᪨として、文化の発展につながることがྵまれている。その౛外ᥐ⨨は、ࢧーࣅスの特性とᡤ᭷ᶒと

の相཯関ಀから生じている。つまり、本の価್は、書かれている文❶であり情報である。そのため、ㄞ

ことにより価್が生じ、ே工≀の本は⵳えられるが、ே間のグ᠈が減⾶するという性㉁上内容を⵳えࡴ

ることはᅔ㞴である。また、内容は↓ᙧであり、ኚ動性を᭷している。௒までは、そのゎ消として本に

印ๅして流通させることで対ᛂしてきたが、ኚ動性には対ᛂができていない。 

その対ᛂにつき、㟁子書⡠での対ᛂについて᳨ウする。㟁子書⡠はࢧーバー上に出∧コンテン࢓ࣇࢶ

イルを配⨨し、デバイスにࢲウンロードさせることで኎㈙がᡂ❧する。そこでは、書ᗑ等に出向く行Ⅽ

はకࢃないため、㢳ᐈにとって望ましい状ἣでᥦ౪される可能性は高まる。しかし、価್のရ㉁におけ

る担保においてはᅔ㞴性が増し、また、⚾的」〇のᝏ用の可能性が増える。このことは、書⡠࢓ࣇイル

をࢲウンロードする行Ⅽ、つまりᡤ᭷ᶒの⛣㌿に㉳因している。そこで、㟁子書⡠において、書⡠࢓ࣇ

イルをᡤ᭷するのではなく、ඹ᭷する手法において㆟論する。ඹ᭷するために、ࢧーバー上に配⨨され

た出∧コンテンࢶを㒔ᗘキャッࣗࢩ上にࢲウンロードするᙧで᳨ウする。 

このᙧの場合、費用負担の公ᖹ性を担保する手ẁとして、「タイ࣒ ス࣌ント ࣌イ࣓ント」ࣔデル

をᥦ᱌している。 

特ᚩとしては、時間によるᚑ㔞課金ࣔデルとコンテンࢶ価್ุ᩿⊰ண時間と、コンテンࢶ価್ᡤ᭷ᖏ

を⤌ࡳ合ࢃせたࣔデルになっていることであり、出∧≀の特性としてձ、մ、նをゎỴするࣔデルとな

っている。 
 

 
ᅗ㸵㸸タイ࣒ ス࣌ント ࣌イ࣓ント ࣔデル 
 

この仕⤌ࡳにより、ࢧーࣅスの特性である、同時性を担保しつつ、消⁛性の軽減、ኚ動ไにおいて価

᱁で対ᛂすることができるようになる。またこの仕⤌ࡳは、クラウドࢧーࣅスによりᥦ౪される仕⤌ࡳ

になっているため、配ಙにおける法的要件は、公⾗㏦ಙᶒの㐺用対象となる。 

しかし、そこで配ಙされる出∧コンテンࢶにおいても、ⴭస者による公ඹ性の担保を౫ᣐする๭合が

高くなり、その部分においてコンテンࣅࢶジネスとしてᡂ❧できるかがၥ題となる可能性が高く、௒ᚋ

はこの公ඹ性の担保をどのようにゎỴしていく࡭きかを᳨ドするᚲ要がある。 
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